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【GX交換データエクスポート】 
・お得意先様にモデルや商品のデータを送ってほしいと言われましたが、どうしたらいいでしょうか？ 

・大きな編集を行う前に、必要なモデルだけバックアップを取っておきたいのですが。 

 

→データベース内の情報は、GX交換データとしてエクスポートすることができます。 

用途に応じて、どのような情報をエクスポートするか設定することが可能です。 

棚割モデルと商品を出力したい場合には「エクスポート情報の設定＜棚割モデルと陳列商品＞」の項目を、 

商品だけをまとめて出力したい場合には「エクスポート情報の設定＜任意の商品群＞」の項目を参照してください。 
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1. GX交換データエクスポート設定までの手順 

 

(1) メニュー[モデル]-[エクスポート]-[GX交換データ]を実行してください。 

 

 

[GX交換データ]を 

選択してください 
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2. エクスポート情報の設定＜棚割モデルと陳列商品＞ 
2.1. 棚割モデルと陳列商品を出力する 

ここでは、棚割モデルと、棚割モデルに陳列されている商品の標準商品情報・標準商品画像情報をエクスポートします。 

(1) [GX交換データ出力画面]が表示されます。  [棚割モデル]チェックボックスをクリックしてください。 
 

(例：棚割モデルと陳列商品のエクスポート) 

[棚割モデル]チェックボックスを

クリックしてください 
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(2) エクスポート内容に商品情報を含めます。[関連情報][標準商品][標準商品画像]チェックボックスまで、順にクリックしてください。 

 

(例：棚割モデルと陳列商品のエクスポート) 

 

[標準商品画像]チェック 

ボックスまで、4か所 

クリックしてください 
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2.2. エクスポートする棚割モデルの設定 

(1) [選択]ボタンをクリックしてください。 

 

(例：棚割モデルと陳列商品のエクスポート) 

[選択]ボタンを 

クリックしてください 
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(2) [棚割モデル検索画面]が表示されます。チェーンの[選択]ボタンをクリックしてください。 

 

(例：検索条件にチェーンを設定する) 

[選択]ボタンをクリック 

してください 
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(3) [選択チェーン一覧画面]が表示されます。チェーンは複数選択可能です。[追加]ボタンをクリックし、チェーンを設定してください。 

 

(例：検索条件にチェーンを設定する) 
追加ボタンをクリックし、チェーンを選択します。 
何もチェーンを選択せず検索を進めることも可能です(全チェーンが検索対象となります)。 

[追加]ボタンを 

クリックしてください 



 8

(4) 他、検索条件を適宜追加すると、検索結果を絞ることができます。 

条件を設定したら、[検索]ボタンをクリックしてください。 

 

検索条件が決まったら、[検索]ボタンを押してください。 

[検索]ボタンを 

クリックしてください 

[店舗棚割も含めて検索] 

チェックボックスをONにすると、 

店舗棚割も検索対象に含みます 
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(5) 検索結果一覧に検索されたモデルが表示されます。エクスポートしたいモデルを選択してください。 

 

モデルの選択は複数可能です。 

エクスポートしたいモデルを 

選択します 
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(6) 選択が完了したら、[∨]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[∨]をクリック 

してください 
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(7) 選択モデルが[選択結果一覧]に表示されました。出力したいモデルの[選択結果一覧]への移動が完了したら、[選択]ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

 

[選択]ボタンをクリック 

してください 
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(8) [GX交換データ出力画面]に戻ります。選択された棚割モデルを抽出し終えると、抽出データ数が画面に表示されます。 
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3. エクスポート情報の設定＜任意の商品群＞ 
3.1. 任意の商品群を出力する 

ここでは、商品だけをまとめて選択し、任意の商品群をエクスポートします。 

(1) [標準商品][標準商品画像]チェックボックスをクリックしてください。 
 

(例：任意の商品情報のエクスポート) 

 

[標準商品]、[標準商品画像] 

チェックボックスを 

クリックしてください 
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3.2. エクスポートする商品情報の設定 

(1) [選択]ボタンをクリックしてください。 

 

(例：任意の商品情報のエクスポート) 

[選択]ボタンを 

クリックしてください 
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(2) [品揃え画面]が表示されます。[品揃え画面]では、JANコードだけでなく、商品名、メーカーやブランド、登録時期など、多様な方法で商

品を検索することができます。 詳細は FAQ「 商品検索について(ID:00060)」を参照してください。 
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(3) 商品検索が完了したら、[検索結果一覧]選択から出力対象を選択し「>」ボタンをクリックします。 

 

(例：任意のブランドで商品情報を検索) 

エクスポートしたい商品を 

選択します 

[＞]をクリック 

してください 
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(4) 選択商品が[選択結果一覧]に表示されました。商品の選択が完了したら、[決定]ボタンをクリックしてください。 

 

商品の選択が終わったら、[決定]ボタンを押してください。 

[決定]ボタンを 

クリックしてください 
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4. エクスポート実行 

(1) [GX交換データ出力画面]に戻り、抽出が行われます。出力したい項目の[データ数]が 1以上になっていることを確認してください。 

(2) 抽出が終わったら、[出力]ボタンをクリックしてください。 
 

 

[出力]ボタンを 

クリックしてください 

  

 

  

出力項目の[データ数]が 

1以上になっていることを

確認します 
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(3) [名前をつけて保存画面]が表示されます。エクスポートするファイル名を入力してください。 

 

 

 

エクスポートする 

ファイル名を 

入力してください 

必要に応じて 

出力先フォルダを 

調整します 
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(4) 終了メッセージが表示されます。 [OK]ボタンをクリックし終了してください。 
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ご 注 意 
□本ソフトウェアおよび本ソフトウェアに付属するマニュアルおよびヘルプ（以降各マニュアルと表記します）の著作権は、 
日本総合システム株式会社にあります。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任を負いかねますのでご了承ください。 
□本ソフトウェアの仕様および各マニュアルの内容は、将来予告なしに変更することがあります。 

 
※ StoreManagerは日本総合システム株式会社の日本における登録商標です。 
※ Tanawariは日本総合システム株式会社の中華人民共和国における登録商標です。 
※ Microsoft, Windows, .NET FrameworkおよびSQL Serverは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国における登録商標
です。 

※ OracleとJavaは、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびその他の国における登録商標です。 
※ Firebirdは、Firebird Foundation Incorporated.の登録商標です。 
※ 文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 
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